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巡礼へのお誘い 
甲府市北部の御嶽古道を中心に 

2026 年 1 月 30 日山梨県立大学富桜会主

催で、同大名誉教授の吉田均先生をお招き

し、「甲府市北部の御嶽古道を中心に」と題

した講演会が開催されました。先生は、昨年

退官されて後、四国巡礼に行かれ、その時の

御朱印帳なども回覧し、四国に暮らす人々

の「巡礼の道」への熱い想いを語ることから

始まりました。 

本講演のテーマは「修験道」です。飛鳥時

代に生まれ、江戸幕末まで神仏習合思想の

もとで大いに栄えました。しかし明治時代

に入ると、国家神道を推進する政府の神仏

分離令により、一時禁止され衰退します。し

かし今も山岳信仰は、吉野や出羽などで

脈々と受け継がれています。 

実は甲府市周辺にも、山岳信仰ゆかりの

寺社や古道が多く残っています。かつて

人々は、火山や水源地、そして祖先の霊を祭

る場所として、山々を信仰してきました。今

でも、御嶽古道をはじめとする多くの古道

が、国連の「甲武信ユネスコエコパーク」の

一部として、往時の景観を留めています。 

先生が甲府市と連携して「水の歴史」を調

べ行き着いた場所が、要害山の相川支流で

した。そこに残る古道の美しさに圧倒され、

その活用方法を学生たちと共に考え始めた

そうです。 

ご講演では、深草観音の古道の映像記録

も見せていただきました。実に美しく、かつ

険しい面影を残す道でした。深草観音は、

「甲斐三十三番観音霊場」の六番札所です。

瑞岩寺の旧跡地は、ごつごつした火砕岩の 

 

 

断崖にあり、その中腹には岩窟寺院(観音堂)

があります。また今も古道には、江戸時代の

道標が残り、寺院跡には同時代の高遠の石工

（職人）が手がけた石仏が３０体以上も現存

しているとのことでした。 

次に話題は、「昇仙峡の御嶽古道」に移り

ました。先生たちは、孤立した谷間にひっそ

りと残る旧羅漢寺や祈りの遺構を、登山家の

杉本達郎氏にご指導いただき探索したそう

です。弥三郎岳の眼下には、「一之獄」「二之

嶽」「三之嶽」があり、絶壁や巨石を鉄の鎖や

はしごを伝って登り、道の崩落箇所は、ロー

プを張っていただき渡たったそうです。 

祈りの場のである嶽（タケ）は、洞窟や岩

陰になっており、無縫塔(僧侶の墓塔)や宝篋

印塔（下記の図）が、無数に遺されていまし

た。しかしかつて修行僧が祈りを捧げた嶽の

中には、イノシシやシカの足跡が無数にあ

り、動物たちが体についた虫を落とすため体

を擦りつけ、倒されていたとのことです。 

これらの調査を基に吉田ゼミでは、学生が

中心となって「祈りの道」プロジェクトを展

開してきました。甲府市と連携しながら、外

国人モニターツアーや市民散策会も開催し、

活発な政策提案や情報発信をしてきたそう

です。そして 2019 年には、昇仙峡リバイバ

ル事業で、これまでの調査成果を提言し、「日

本遺産」認定にも貢献できたとのことでし

た。 

    

 

 

 

 


